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英語以外の外国語教育について凱

一臼本の現状と韓国・フランスの場合、

及びEU・ EU諸国の言語（外国語／地域・少数言語）教育一

田中陽子

本稿の構成は以下の通りである。

(1）多言語教育の必要性

(2）日本の大学における英語以外の外国語教育の現状

(3）中等教育における英語以外の外国語教育

(3-1）韓国の中等教育における英語以外の外国語教育

(3-2）フランスの初等・中等教育における英語以外の外国語教育
(3-3）日本の中等教育における英語以外の外国語教育
(4)EUの外国語教育支援フログラム：理念と対策
(5)EU諸国の初等・中等教育における言語（外国語／地域・少数言語）教育

はじめに

第二次世界大戦後、日本において英語以外の外国語の教育を主に担ってきたのは大学であ

る。ところで、近年国際コミュニケーションにおける英語の重要性が強調されるにしたがっ

て、大学における英語以外の外国語の教育がさまざまな形で後退する傾向がみられる。英語

の重要性はすでにほぼ共通認識になっており、英語教育の吏なる充実を図ることは重要であ

る。 しかし、一つの言語にのみ外国語教育が収飲していくことはさまざまな問題を苧んで

いる。

本稿では、先ず、多言語教育の必要性についてふれ、次に我が国の大学の英語以外の外国

語教育について概観する。さらに中等教育において英語以外の外国語教育が定着している韓

国とフランスの現状を瞥見した後、以前より多言語教育に弾みがついているといわれている

我が国の中等教育の現状を概観する。最後に、多文化・多言語主義を原則と設定し、義務教

育修了迄に学校で母語以外のヨーロッパの言語を2つ習得することを奨励し（ヨーロッパ以外の

言語習得を妨げるものではない）、そのための外国語教育の効果的な展開と充実のために、国境を

越えた学校間の連携プロジェクトを支援するプログラムを創出しているEUの外国語教育の
理念、プログラムの概要、さらに加盟国の言語（外国語／地域・少数言語）教育の現状等につい

て、欧州委員会の資料等を通して瞥見してみる。 EUという、特殊な枠組みの中での外国語
教育とはいえ、それは、 「現に形成されつつある多文化・多言語主義が、次の時代の人々の

生活の構成原理に深く関わっている事も確かである」卸という認識に立ち、 EUという枠組
みを外してみたとき、歴史の教訓をふまえて打ち出されたその多文化・多言語主義への格別

の深い配慮と教育の方向性、さらにそのための実践は、我々の外国語教育を長期的展望の中

で考える上で示唆に富むものであると考える。

我が国の外国語教育の枠組みとパラダイムについて再考するための若干の資料を提供する

ことが本稿の目的である。

宮本稿は、田中陽子：「日本における英語以外の外国語教育の現状の概観ならびにEUの言語教育の理念と対策及
び~u 加盟国の言語教育の状況の瞥見J 『言語文化論究Nol6』2002年7月、九州大学大学院言語文化研究院に
加筆訂正をし、韓国の中等教育における外国語教育の部分を付け加えたものである。
出西川長夫：『フランスの解体？ もうひとつの国民国家論』人文書院1999,p.300
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(1）多言語教育の必要性

2001年5丹、筆者も聴、衆として参加する機会を持た「設誌の多様性一文化の牲、コミュ
ニケ…ションの架け機j tニ題した欧州諸言語年記念頭際シンポジウム部において、 ドイツ、
ザ…Jv大学のアルベルト・ラッシュ氏は、 「マルチリンガワスムが鰐く扉j出
で多言語教青と多言語能力の必要性について諮った。少し長くなるが、その一部を引用して

みる。

「それぞ、れの社会は、現代の国際化された世界において、皆が、政治・

で平和に共存し、存続していくために、多言語能力を必要としている。

となるこの課題を解決するために、鑓々人による護数言語の習得を淀す必要がある。そのた

めには語学教育と語学習持に対する政治的理解が必要であり、全般的な意志くvolonte
general合＞と相まって、世界に関かれた構怨を教育政策において実現していかねばならな
い。こうした発想の転換が授業の実賎と言語理解にどのような影響をもたらすか、いくつか

の呉体例が示している。又逆に、語学の授業と実践が盟際化された世界への撰を開くととが

またそうあらねばならないことも示されてる。 j郡

上に述べちれている多言語教育の必要性は、我が閣でも、多くの雷語関捺の専門家、ある

いは間際的~＝活濯している人々によって表明されている。後らは、外調括教膏の画一化は、
役界の多様性を認識する力、多角的に世界をみる力を弱め、部笹観の顕一化をもたらす危険

があるとし、一つの昔話のみに偏らない複数の外国語教育の必要性を主張している。その中

には海田幸夫氏等に代表される‘英語は罷際語であるから学誌なければならないとする’言

説そのものの問題性を指摘し意義を唱える人々もいる。津田間等の指摘出は強かに英語が任

倒的護位な言語となっている現在の世界の言語文化状況を批判的にとらえており、その批判

的損点は我々の根康の中に入れておくべきであろう。しかし、多数の専門家は、英語の盤要

性はすでに共通認識になっているという現実論的認識に立った上で、それでも 1つの外盟諸
にのみに外国語教青が収放していくことの問題’性と多昔話教育の必要性について指摘するも

のである。たとえば、次の藤原五雄民の見解はそれをきわめて欝潔、かつ的議に表現してい

る。 f英語単一言語主義は、多様な文化そ庇殺し、画一化する側面があることも見逃しては

なろない。真の文化は舘別文化や多様な文化の内実に迫ることによって初めて可言きとなる。

その機転となるのはいうまでもなく昔話であち、言語教育である。醤一的、表語的な文化を

相対化し、接眼的な文化理解への視点を獲得するためには、英語だけ学んではいけない、と

いう視点がそのような主張には欠けているように思う。即j と述べているが、このような見

解はさまざまなパワエーションで多くの人々によって述べられており、おおむね先にあげた

うッシュ氏の論拠と軌をーにするもので通うる。ラッシュ氏は、上記の講演の最後で、

は、適切な教育行政が必袈となり、多くの撞類のタト露諮を学ぶ磯会が提供さ

れなければならない。もし教育へのこうした要求が溝たされるなら、複数言語を授える市民

が社会の昔話語力を作り出すといってよいだろう。ある留で多言語能力が存在するなちそこ

都 2001年欧邦鰭言語年館念シンポジウム f雷語の多様盤：：文イむの支柱、コミュニケ…ションの架け播J(2001 

年5｝ヨ118，東京、臨機交流基金フォ…ラム）／駐欧州委員会代表部、 EU加盟15カ酷大捷館および文花会館、欝線
交流基金、報日新聞社の共催

議会AlbertRaasch : fMehrsprachigkeit offnet TurenJ 

注5Albert Raasch : rMehrsprachigkeitゐffnetTurenJ引用は当日記布された日本譜訳当日前帯された器本語

訳p.1

都津田き幹夫著： Z英語支配とは侍かー私の箆擁言語政策論i明石警窟、 2003年その也参照

浅7 「報告lJin W国立五大学言語文化部・審議文詑研究員シンポジウム報告番 大学における外臨語教育の存在

意義一初習外諮語を中心としてi名古農大学言語文化蔀， 2001年p.3
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にはマルチ文化性も存在する。これは社会のマクロ的能力であ号、今日、社会が葎続するた

めに多くの文化と関係そ持っている中で、相手を理解し、相互に了解するための前提で島

る。一つの言語と一つの文化に鰭じこもることは、社会の発撲を妨げ、｛器入の可能性も狭め

てしまい、国際平和も臨書する。 J憾とのべている。

ア）！；ベルト・ラッシュ氏が設う‘社会のマクロ的能力’については、 Jv.モンド・ディプ
ロマティックの織集主幹ベルナール・カッセン氏は、 「フランスにとっての多言語主義J齢

の中で、 f他の多くのレフェランスを内旬したー留のレフェランス捧系の豊かさj、という

いており、レフェランス体系の豊かさの維持は「未来の来るべき世代に対して国家

が果たすべき最大の責任Jであるとのべ、さらに、 「多言語主義を縮小する器量はいかなる

ものであれ、具体的かつ象徴的に摺家のレフェランス体系を鵠捧化ずることになり、おぞま

しいメタファ…をあえて使うならば、国家の文化的競争力を減少させることになる。 Jと述

べている。

カッセン氏も、先にみたラッシェ氏と同様に、多醤語能力は容易に達成できるものではな

く、多くの種類の外悶語そ学ぶ機会を与えうる適切な教青行政が必要であること、ぞれが、

ひいては鶴人と社会の発展、社会集団の文先の力とな号、国際理解を可能にし、題擦平和に

つながることを強調している。

ところで、我が醤の、タ1母語教育の現状を多言語教育｛教資制度というシステムの中であり、岳ず
から額約もあり、又それを取り巻く経済的、文化的、裁治的環境の影響をもあち、寝想的な多言語教育というの
ほ不可能であるが、多織な言語を学ぶ機余を与えうる教育という意味でこの言言葉を使っている）の観点か

た場合、現状はどのようなもので事るのであろうか。

(2）日本の大学iこおける英語以外の外関諮教膏の現状

日本においては、戦後新耕太学の発足以来、英語以外の外関語教青は、第2外爵語として

主に大学で行われていた。これは、自制高等学校が、新制大学の教義課程として吸収され、

そこにおいて行われていた英語以外の外題語教育｛誌とんどがドイツ踏とフランス語〉が、大学の

一般教義科目として行われるようになったことによる。

戦後大学基準協会の大学基準によって f学部・学科にかかわりなく2つ以上の外盟語につ
いて夫々8単位以上の授業を必ず用意しなければなちないJ鮒と定められていたが、 1980
年代初頭の教義単位縮小に伴って、大学での外闇語教育は1カ菌語でもよくなり、英語以外
の外国語の護修を徐々に必修斜自から外す大学や、悲惨単位数の削減をする大学が多くなっ

た。

その後19前年に行われた大学の設置基準の一部改定による大鱗化によって、外盟諸教育
に関しては、各大学の自由裁棄に任されるように詰った結果、英語以外の外国語が多くの大

選択必諺へ、事るいは自由選択科目へと移行し、その結果、かなりの大学で、履穆者

数が減少した。又、必｛傷単f立として堅持している大学の中でも、さまざまなな瑳宿から

数を削減するととろが多くなった。その現出の一つは、大学院の薪設や、大学院重点化等

注8Albert Raasch : f Mehrsprachigkeit offnet TurenJ p. l 

部ベjレナーjレ・カッセンre畠らがパネリストとしてお諾した1996年6月に行われた日本フランス語フランス文学
会と日本ブランス語教膏学会との共穣シンポジウムに提出された論考である。この議場拡三浦信孝頴 f多言語主
義と誌向か』藤原審店1997年pp.96叩105~こ~文鎮されている。

塗10大谷泰賎： f諸外臨における外国語教育改善警の方向jin f小学校からの外語語教育3研究社、時金7、P.47
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による教員の外閑語担当コマ数の不足によるものもある。部論第2外器諾を翠持しようと努

力している大学もあるが、全体的な傾向ほ縮小の方向に向かった。

ただ、その問、中鴎滞、韓盟語、スペイン鵠などを新たに開講ずる大学も多くなり、ぞれ

ドイツ語、フランス諮というヨーロッパの主要言語に揺しがちでif>った脅踏の選択範囲が
広がり、多様な外国簡の教育が行われるようになるという評錨ずべき面もあらわれてきた。

また、以前に比べて、教育む在り方についてもさまざまな反省と模索がなされ、外国語教

いう観点から教育的配慮の行き題いた授業が行われる現象も広く出現している。

しかし、 1990年代の終わり頃から、急速に普及したインターネット上で英舗の需要が増し
たこと、また、科学郎門で英語が「リンガフランカJとして特に荷用性をもっ言語になって

きたことかち、英語の習得が絶対譲先事現とみ註されるあまり、現在第2外盟議を必修とし

ている諸大学内部でも、学部によっては、英語以外の外国結に学生がエネルギーをつぎ込む

よりも英語教育の強化に外関語教育を校数させた方が効率的にょいという考えから、 80年伐

90年代に大i誌に削減された必諺単位数をさちに削減するべきだという意見、さらには現桂2
つの外国踏をお、務として堅持しているととろでも、英錨以外む外盟諸の履修を必穆から外す

ようにという要議があがることがしばしばあると開く。実際、そうした大学の中で学部に

よっては島諺科目かち第2外盟諸を外したところもでてきている。

英語が、 間際的なコミュニケ…ションの手段として、もっとも汎用性のある言語なって

いることは、共通認識になっており、英語の十分な習得は必要不可欠なことであり、今後

も、より有勢な教背方法を摸索して、そのレベルアッフを誌かる努力がなされなければなら

ないことに変わりはない。しかし、英鰭以外の外調諮履修者が以詰より少なくなっている現

綾修しても、単｛立数の削減で、大学段階で、ほんの導入部のみのざわりだけを態学ずる

にとどまる学生が以前より圧倒的に多くなっていることは問題ではなかろうか。

以上見たように、大学における英語以外の外盟諸教育は、戦後の大学教育が掠っていた、

すべての大学生に2つの外部括という義務規範はなくなっており、現在は当該大学の邑発性
のみに任せろれている結果、各大学内のさまざまな要国によって在布されることになり、

半ぬ大学での必諺単位数等かち見る絞り、大きく後退し、今後も各大学の良識という不安定

な要素にその基盤がおかれているのが環状である。

ところで、教護の現場では、年毎に、英語以外の外圏語についても、コミュエケーション

の手段として、学ぶからには意欲的に取り組もうとする学生の数がふえていることを実感し

ている。英語以外の設業もマスターして、多様な文化、社会とそこに生きている人々への自

分の通路を豊かにしたいと患っている学生は以前より格段に増えてきているように思う。後

ちの育った時代はずでに、人・もの・サ…ピス・資本の往来が器民国家の塩壌を越えて盛ん

になっており、さまざまな文化や社会の中で生きている人々の存在を身近iご感じちれるため

であろう。また、メディアをとおして、あるいは、近年噂え続けている身の回りにいる日本

在住の外器入・外国人留学生を通して、英語以外の外国語倍本語〉を立派にマスターした

人々の帯夜を身近にしており、島る文化・社会の内実に迫るのにはその言簡を学ぶことが必

要であるということを後らはそういう人々から無意識のうちに感乙ているのであろう。以前

の学生選より、現代の学生町方が、 「外関語は学ぶ必要がない、日本語だけで十分だ、j とい

う確信に満ちた岳盟諸中心主義、あるいは外盟諸といえば、英語で事足りるという外向きの

モノリンガリスムからは格段に解放されているように感じる。むしろ外国語においてもマル

リンガんでありたいと願っている学生が多いように思う。
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ところで、九州大学自己点検・評価委員会ではで2001年12月に卒業を控えた4年生に全
学教育（九州大学では一般教育をこのように呼んでいる）についてのアンケート調査を行った。質問

項目は40に及び、回答は次の5段階を設定し、学生の評定を求めている。
(5）そのとおり (4）どちらかと言うとそのとおり

(3）どちらとも言えない (2）どちらかというとそうでない

(1）そうでない

その中の一つに次の質問がある。

「今、あなたは、英語以外の外国語の能力は大切なことだと思っていますか？J

アンケートの回答者は14 5 1人で回答者は4年生全体の約57%である。上記質問に対す
る各学部の回答者数と平均評定値を以下の表にまとめてみた。

回収数 平均評定値 回収数 平均評定値

文学部 36 4.42 医学部 100 3.75 

教育学部 40 4 歯学部 40 3.93 

法学部 101 4.42 薬学部 39 3.77 

経済学部 43 3.86 工学部 594 3.73 

理学部 245 3.72 農学部 249 3.83 

合計 1487 3.93 

各学部の総数に対する回答者数のおよその割合は、以下のようになっており、理系の学部

の回答者数の割合が圧倒的に多く、文系・理系の間に大きな不均衡があるのは残念である。

回答者の割合 回答者の割合

文学部 21% 理学部 71% 

教育学部 71% 医学部 100% 

法学部 34% 留学部 63% 
経済学部 14% 薬学部 49% 

工学部 64% 

農学部 93% 

文系回答者率 23% 理系問答者率 72% 

わかりやすくするために、各学部の平均評定値と全体の平均評定値を棒グラフにすると次の

ようになる。

｜悶シリーズii

。
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全体の平均値は、 3.93で、 13：どちらともいえないJ以上で、 r4：どちらか

う思うJにきむめて近い鑓を示している。すべてに学部においてその評点の平均が3.72以上
で、文系の文学部と法学部は4.42と一番高い数薩号法している。注目したいのは、理系の学

部においても、その平均（3.78）から見ると、 「どちらかというと必要だJに近い数畿を示

し、英語以外の外思語の能力もどちろかというと必要だと感じていることがわかる。

ちなみに、

「今、あなたは、開き、話し、読む、書くの英鵠の運用能力は大切なこと芝と患い

か？Jに対するか全体の平均評定値は4.8である。各学部の平均評定イ誌はすべて4.5を越え、

当黙のことながち高い数鐘を示している。英語以外の外冨絡に関しては英語程の高い数鑑を

していないのは予想されたことであるが、ともすれば、英語で事足りるといわれている理

系の学生でも英語だけで事足りるとは思っていないということがこのアンケ…ト調査結果で

読み取れるのではなかろうか。英語にのみに外国語教育を集中させようとしているのは、

｛~の若者選とは異なる生育環境と時代的背景を持ち、彼等よちも文化的多様性に関かれてい
ない大人の保からのみの論理と言える側閣が議うるのではないだ、ろうか？大人は若者がとれか

ら生きていく世界をもっと見捷えねばならないのではないだろうか。

ただ、一般的に、英語以外の外国語も身につけたいと患っていても、実践的な外国語の習

得のために時間やエネルギーをそそがねばならないという自覚を持ち合わせている学生はご

くわずかである。また、翠得したいと漠然と考えていても、必修でない場合あえて選択して

学習する学生はわずかでしかない。外菌語欝得のような、履f奉者自身の努力と勤勉さが特に
求められる科目については、必｛壌でなかった場合、あえて選択して学留する学生はわずかで

ある。摺立大学でも、必修から外したいくつかの大学の工学部等で、 1外国語につきー桁し
か震修者がいなかったというようなケースがおこっている。 tち｛疹ぜあることの意味は大きい

といえる。又、新しく学ぶ外国語学習にとって、必修単投数も官拝上大きな影響を持つこと

になる。点、修単位数を減らしたり、安易に必修から外すことは大きな問題である。

以上のような状況の中で、英語以外の外臨語教育をこれからの日本でどのように行うべき

かという摂本的な議論が必要であろうし、その議論は、ただ大学の枠の中にとどまらず、そ

れちを中等教育で開始するという可能性も視野に入れた議論であるととが必要ではないだろ

うか。もし中等教育で開始すれば、大学での英語以外の外国語の教育は現在とは別の展開を

する事になるだろう。たとえば、中等教育で開始すれば大学では必修かち外し、選択した学

生がより深く学べる環境を提供する可能性もでてくる。そのような根本的な議論がないま

英語以外の外盟諸教育は、先に見たように各大学の良識に委ねられ、設語教育に関する

精察に寝んだ議論の果てではなく、さまざまな、脅語教育以外の要因によって決定されてい

ることが多いのが現状である。

(3）中等教育における英語以外の外患語教育

ところで、諸外留とおいては、外国語教育を主に担っているのは中等教育で事号、一般的

i之、中等教育で2つの外国語後援鋒ずる、あるいは習得するチャンスが与えられるケ…スが
多いようである。その場合、大学ではそれらの外国語は自由選択科目となっている場合がほ

とんどでおる。

ここでは、先ず、諸外留における英語以外の外国括教育が（どのように行われているか

を、中等教育においてその教育が定著しているフランスと韓患を例にとって簡単に晃た後、
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我が留の中等教育における英鰭以外の外臨時教育について概観する。

(3-1）韓菌における英語以外の外悶語教青

における英語以外の外国語教育については、主に韓国の教育省の中にある韓器教育開

発院（KEDI)が1997年に出版した f第7次外罷語科教育課程開発研究』注11 と韓彊教育省のイ
ンターネットむHPの資料を還して概観する。

韓患では第2次世界大戦後の1954年一63キの第1次カリキュラムにおいて英総教育が中学
校から正式に始まった。英語以外の外関語教育としては、との第1次カリキュラムにおい
て、ドイツ語と中国語の教育が高校で始まった。その後徐々に外国語数をふやし、現在、ド

イツ語、フランス縮、スペイン舗、日本語、中国語、ロシア語、アラビア揺が原則として第

2外語諾として選択できることになっている。

高校で必諺科自になっていた第2外器語は、 1992年から辻選択科目となった。しかしな
がら、議在かなりの大学の大学入試で第2外国語が大学就学能力試験侶本の大学入試センター試
験に相当〉で必要科呂とされていること、伝統的に高等学校教育に第2外盟締教育が定着して
いることから、一般系（日本の普通高校にあたる〉の誌とんどの高校で第2外国語教育が行われて
おり、一殻系のほとんどの高校生が第2外関掛を選択している。韓国教育開発挽（KED設の
によるとお03年現在韓国全体で一般系の高校の総数は1297校であるが、 .1232校、つ

まり約95%の高校で第2外国語の教育がおこなわれている。その中で、 1つの第2夕、ト盟語だ
けを開設している潟校は374校、 2つ以上が564校、 3つ以上が294校である。最近の傾向と
して3つ以上を開講ずる高校数が増えているという。間じく韓国教膏開発i洗（KEDI）の統計
によるお31998年かち2003年における高等学校での主要な英語以外の外国語の開講クラス数
の権移は以下の表のようになっている。日本や中国といった近欝の外国語を学ぶ高校生がふ

えていることがわかる。近欝の諸国との交流を推進するという観点からもこれは望ましい現

象でるるといえよう。

韓国の高等学校での英語以外の界関諮の開講クラス数の推移

1998 1999 2000 2001 2002 2003 

日本語 6294 6099 6W•主 7707 9011 10799 

中盤語 1614 1721 1マ65 1988 2534 3357 
ドイツ語 9365 8123 7266 5998 4吉90 3288 

フランス 5381 4746 4418 3628 3161 22(}7 

スペイン 351 345 299 268 286 247 

韓国教育開発読（KEDI)の資料

pp.2ト40 尚、撃者が韓冨語ができないため翻訳は九州大学の外国人
教師金秀品さんにお緩いした。韓醸教育者のインタ…ネットサイトの読みとりも金さんにしていただいた。ここ

に記して感裁の意を表する。

総12h七七p://210.122.工26.23/seどvle七／Bulle℃inSeどV工電器℃？cmd＝工is℃

総13h℃七p://210.122.126.23/seどV工e七／Bulle七inSeどV工et?cmd=listニ
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（補足〉

長い関、韓国の大学入学試験では2つの外盟諸が諜せられていたが、 1992年からの第8次カリ
ラムで第2外国務がi0諺科呂でなくなったこと足連動して、 1994年から大学入試では、第2外
間揺り試験段廃止された。この状態は94年から2000年迄続く。しかし、 1998年の調査でソウル
大学校をはじめとする誌の大学が、大学入試に英語以外の耗臨も必要と回答したことをうけ、

20例年から、各大学の決定記よって大学入拭に英語以外の外韻語を撚すことができるようにな
り‘第2外出語を必要科目として護活させる大学がマてきた。英語が70分の試験で配点が総点、
英語以外がの外国語（ドイツ語1／アランス諮1／スペイン語I中国語1／日本語1・口シア語
けが40分で40点である（2003年度）。本稿では委絡を詳述することはしないが、大学の入試にお
いて、第2外題語を必要科悶とする大学とそうでない大学の許存によち、結局は誌とんどすべて

の大学受験生が大学入試のためにも高校で第2外盟諸を学ぶという状況は続いている。

(3・-2）プランスの初等・中等教育における英語以外の外国語教育

フランスに関しては、プランスの教育省の資料を通してみてみる。

フランスは1960年代から第2外国語が中等教青の普通コー又では必穫となっていた。 1965
-66年次む中学3年次生、 4年次生（年齢としては日本の中学2年生と3年生にあえる。フランス誌小学
校が5年鶴、中学授が4年閥、高等学校が3年揮である｝の67.3%が第2外閣議を選択しており、
1997-98年震には88.9%になっていた。鐙14 1998年からは、すべての中学3年次生〈日本の
中学2年生〉から第2外患語あるいは地域語が車、修となった。
外国語の選択技は1980年代から徐々に増え、現在、第1・第2外罷諮として何らかの形
で中等教育に提供されうる言語は以下の表にあるように15カ盟諸である〈当該学校ですべての替
鰯が提熱されている釈ではない〉。さらにそれに加えて、 9つ地域鵠とアラブ語が第2言語として
認められている。高校では、若望者は第3外国語も自由選択として選択できるようになって
いる。第3タト盟諸栓学ぶ学生は90年代初頭は約10%に透していたが、最近は6%軽度であ
る也5

これらの言語はパカロレア試験（中等教育の最幾試験であり大学入学資格試験でもある〉の外国語の試

験科践の中にふくまれている。大学に進学するためのパカ口レア試験では、最議2つの外盟
諸が諜せられている。地域諸でも受験できる。

1989年から実験的に開始された小学技の高学年〈年齢としては日本の小学4・5年生ヒ当たる〉に
おける外国語教育は2000-2001年度にはほとんどの生誌に実施され、 2002年からは小学校
の4年次からの正式科目として導入された。教えられる外盟諸に関しては、英語以外の言語
に関しでも、精望者があって開設条件が整えば開設できる。 2000-2001キ度に関

ば、 5クラスに1クラスでドイツ揺が、 1.8%のクラスでスペイン諾が、 1克のクラスでイタ
リア語が教えられ、アラブ語とポルトガル語が0.5%のクラスでが教えられていると報告さ
れている。注1吾

’evolution deヱ’etudedes langues dans le seconde degre depuis℃rente ans I 
No℃e d’infoどma℃ion96. 40J Minis乞erede l育怒duea℃ion Na℃ionale, de l’enseignement 
superieur et de工arechercheと rLeslangues vivantes dans le seconde degre en 1999-
2000 /Note d'inform杭 ion00.40Jによる。フランスに関する資料は
h℃七p://www.educa℃ion.gouv.frとht七p://www.eduscol.educa七ion.fr密通して入手している。

主主1器 f La divers if ica七iondes langues vi V＜主主1℃esa l雪合coleJMinistere de l’education 
na七ionale/Direc乞ionde 1警部1seignementscolair令市22jjanvier2002 
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(3ーの日本の中等教育における英語以外の外国語教育

諸外国の中等教青における外国語教育児ついて1977年、 1986年、 1996年、 2000年と4自

立わたる調査をした大谷泰照氏は、世界の各留では中等教育で必修外国語として提洪される

外盟諸の数が増加の｛頃向を示していることを指擁している。議17

我が闘の中学・高校における英語以外の外隈語教育の現状はどうであろうか？

戦後大学基準i窓会の大学基準によって「学部・学科ピかかわりなく 2つ以上の外国語iごつい
て夫々 8単位以上の捜業を必ず舟意しなければならないjという義務規範の泊減、必諺単位

数の割減、あるいは、選択科目への移行等、大学における英語以外の外国語教育の軽減化に

運動して、中等教育が第2外爵請の基縫教育の受け皿としての役割をはたそうとする棟向が

みられるのであろうか。そうであれば、伝統的な英語以外の外題語の教育の開始の場が鋒々

にシフトしているとみて、大学での英語以外の外国語教育の今後のあり方について、長期展

異体的かつ有効な対築を考えることができることになる。

人の在来が地球規模で盛んになった現代では特に、中等教育において、英語以外の外国語

も学習する機会も与えちれ、大学ではその知識を深化させる教青へとシフトずることが望ま

しいぬではないだろうか。大学教育が普及したと寄っても実擦の進学率は約50%であり、残

り半数の高校生は大学に進まない道校選んでいる。中等教育で開設されればより多くの人々

が英語以外の外国語を学ぶチャンスが与えちれることになる。生徒逮はより早い時期に、世

界が多様な言語と文化から成り立っているという事実に自を開くことができ、新たな自

識をし、より広い視野の中で自らの進路を決めるととができるのではないだろうか。日本の

中等教育における昭一化に風穴をあける一つの大きな契機となる可読性も期持できる。

教育の観点から晃てもも詑較的早期のほうがよいし、言語習得と相即不離な国擦感覚や英文

化理解も早いほうが望ましい。大学教育は、それを引継ぎ、レベルアップした教青を展開す

ることができるだろう。

我が爵の中等教育における英語以外の外岡語教育に関しては、 1999年の臼山利信氏の論
f日本の中等教膏における英語以外の外関語教育』法13がある6 全国規模で緯密な調査

を行った浩j翰なものでものである。各学校における英語以外の外国語の開設の理念、経緯の

叙述、現状の綿密な報借及び問題点などの指摘など、中等教育における英語以外の外国語教

育、盟療交流についてまとまった黄葉な資料を提供してくれる。また2001年に発表された
出嬬氏の f中等教育における英語以外の外関語教育についての調査分析j仰も中等教背に

おける英語以外の外盟諸教育についての知見受深め、またその推移と現状を把握を可能に

してくれる論文であるu この2つの労搾を参考にしながら、同時に筆者自身が入手した新た

なデーターを加えて、中等教育における英語以外の外国語教青の現状そ概観してみる

戦前の中等教育における英語以外の外間話の麗史は甥治2年に小学校が開設されたとき

に、外国語の科居としては、フランス語、ドイツ語、オランダ搭が設量されたのに始まる

が、明治12年に競止され、明治19年の中学校令により、 「第1外国語は遇常英舗、第2外

盟諸は通常独語または仏語j となった。一時第2外国語は、国語、漢文に代わるが、問34年

…大谷環器照： f諸外臨における外調語教育改馨の方拘 jin 旬、学校からね外国語教宵』摂究社、 2001,pp.41-4争
議びにその砲大谷氏から］葺いた資料による。
設18自Ul和j健編、東京大学大学院来童文樹研究室、平成11年§丹

部事『フランス鰭教育29』 8本フランス鰭教育学会2000-001pp.66-76 
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どは「外国語は英語、独諮、仏語とすj とな号、中学校での語学教育の中で、議平たる地位

をしめていたという。制

2次世界大戦後は、外国語教青の自標設語は、中学・高校では、いくらかの例外｛そむ
ほとんどがフランス諾とドイツ語〉をのぞいて、ほとんどの学校で英鰭だけになっており、すでに

うに、それ以外の外国語教育は大学で行われることになる。

ところで、臼山氏ほ、近年、国際理解教育の一環として、英鰭以外の外関語科目を開設す

る高等学校が著しく増加していることを報告している。次の表「高等学校における英語以外

の外間語教育の控移jは臼山論文に掲載された文部省初等中等教育局高等学校課資料に基づ

いた1986年から1997年までの外霞語教育実施校数の誰移脳に、筆者が新たに入手した19的
年度と2001年援分を加えたものそまとめて表にしたもので事る。

高等学校における英語以外の外臨語教育の推移(1986～2002年）
一一一』 i 1986i 1988l 19901 1993l 1995j 1997j 

71! 111・ 

文部科学省資料に基づき作成

高校においては訟統的にフランス結、 ドイツ語がごく一部の私立の高等学校で行われてい

たが、表にみるように、この約15年間で、近隣国の言語の開設校が増えている。中関語が約
9信、朝鮮・韓国語が約23告となり、飛躍的に増加していることがわかる。臼山氏も述べて

いるように、菌擦理解は近隣の愚からという考えをもって、高等学校校がこれもの言語の教

育に積雄的取り組み始めていることが伺える。開設されている言語は全臨で20語以上で、以
普から開設されていた言語はほとんどフランス諮とドイツ措のみだった事爽からすれば大き

な飛躍といえる。フランス語やドイツ語、スペイン謡といったヨーロッパぬ言錨の開設校も

ふえている。ロシア錨もきわめて援やかにでは怠るが増えていることがわかる。そうした新

しい潮流は高等学校において提供される外菌懇の多様化が試みられていることとして評価す

べきことである。〈開設校が1校のみとなっている替語は、すべて襲応義塾式高等学校｛埼五〉による開設で

迂20出崎吉樹氏上記論文P.67による。
注21自由来lj{言箸 f日本の中等教育における英語以外む外国語教育』 p.6
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島る。鴇器〉

次に、公立と私立にわけてこの英語以外の主要8曾誘の1986年から15年の進展をみてみ

よう。

高等学校における主要G言語む公立ー私立問設量校数を1986年と2001年について比較す
るために以下の表にまとめてみた。部3

6替語的公立・私立}JIJ設量校数の擢移
(1986年～2001年〉

11. 

文部科学省資料に基づき作成

いずれの言語についても公立校の場加憾の方が、私立校のそれと比べて大きくなってい

る。公立高校での中菌語は約16語、韓国・朝鮮語は27倍という神び率をしめし、それぞれ
私立の4.6橋、 17簡を大きく上回っている。設もが経済的に無確なく就学できる公立高校で

の英語以外の外国語への取り組みが活発化していることは言軒高ずべきことである。

しかし高等学校全体の数から見れば、公立も私立もふくめて、英語以外の外臨語を開設し

ている学校の観合はごくわずかでしかない。 2001年7月1臼現詑公立・私立あわせて全体
の約11%である。普及しているというには鼠ど遠い。

臼山氏が叙述している、個々の学校における英語以外の外盟諸開設ににかかわった当該者

の篤い志、並々ならぬ努力や労力などには敬寂するばかりである。制度的保証が与えられな

い中で、倍々の組織や錨人が猿自で行わなければなちない大変さはいかばかりであろうか。

翻って、そうした制麗的パックアップなしでも、菌難を引き受けながち開設している事実

は、教育の現場で教員連が、英語以外の外国語も学ぶチャンスを生徒立与えることの藁婆さ

を感じていることの証左でもある。さらに、白山氏は、実擦に学習している高校生の数につ

いていえば、学留できる生徒は、開設された学授において、国際学科の生徒だけ藤修可能と

いうケースが多く、その観合はもっと器くなり、 1997年時点で、全高校生の1000入に8人に

すぎないと報告している。 2001年度は若干ふえて、 1000人に10入、つまり 1%になって
いるが、教育の機会均等、公平さという観点か与みると、こむ数字は、高等学校において外

母語教腎が多様化していると言えるにはほど速いといわざるをえないであろう。

中学校における英語以外の外国語教育においても、提供される言語数を増やすところがで

てきている。全国で開講されている言語は、フランス語、スペイン語、ドイツ語、中

朝鮮・韓国語であったのが、 2001年にはポルトガル語、ヒンズ一語を開設する学校もでて
いる。しかし、英語以外の外盟語の開設学校の実数は24校で、全体の0.2先にすぎず、

主23 上記臼山論文P.29のデーターに由中が入手した2001年分を加えたものである。
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震イ傷生詫数の割合は10000入につき6入と、開設校数も履｛審者数も全捧にしめる害j合は高等

学校の場合よちさらに護かに｛まくなっている。

確かに英語以外の外国語を開設している学校数のお年の倍増率を見る援り進展は著しいと

いえるが、それは全体野学校数から見た場合に？まわずかな数でしかなく、ぞれを事受ずる

徒の割合ばきわめて低く、普及しているというには法ど速いのが現実で島る。サンプルある

いは実験的試み誌、それが数年後には多くの人々に行き護るという見通しとそれに対する対

策が具体的に講じもれじられていなければ、それは、サンプルとしてしか存在していなく、

く実践されているという誌にはならない。

当然のことながら、大学入試における外国語試験のあり方も、中等教育での英語以外の外

もつ。大学入試センター試験において、現在、英語・ドイ

アランス語・中国語（1997年導入い韓閣議（2002年導入〉が外悶鰭の試験科目となっているが、そ

の中の1つの外国鰭でしか受験できない。そむため、受験生の庄鎖的多数が、英語で受験し
ている。 2004年度英語受験者数444,481人、 ドイツ鵠99入、プランス語150入、中国語
361入、韓患掛163人で、あった笈240 外国語多様化の誕進のた坊には、外盟諸を1つだけし

か受験できない大学入試センター試験のあり方もこれかちの検討課題である。逆に、中等教

育において、英語以外の外関語の教育が定着すれば、大学入試においていてもそれらの外国

総が必喪科目となる可能註は大きい。しかし中等教宵仁志く定着する見通しがない現在、そ

れらの外国語の定着を促進するために、大学入試における外国語の受験の在り方を多様千七し

て、複数の外国語で受験できるようにするととも極めて有効な方策の1つであると思われ
る。

以前より若干の学校で活性化の兆しはあっても、大学入試もふくめた制麗的パックアップ

がなされ、英語以外む外聞語教育が多くの高校に定着するという兆しも見通し近い将来には

ないようでるる。

我が国の社会の中では、姉妹都市交流、姉妹校提携もふえ、以前より地方行政レベルや民

間の器際交流、車の根間際交流の機会が多くなってきた。アジアの言語をさまざまな形で学

ぶ人も増えている。多醤語学替の状況は、地域社会の中で以前より活発生している。しか

し、それがどんなに活況を虫しているように克えても、それを事受しているのはほんのー撮

りの人々、そしてそのほとんどは大人である。筆者は国際交流が隆盛を撞めているとろ、五

大学の大学生を対象として行われた英文化接触のアンケート調査における九大の学受のアン

ケート調査の結果を分析したが、大半の学生が異文化にふれたのは学技であったという結果

をえた。鰯 学校教膏は、この分野できわめて大きな役割を背負っていると番える。外開

語教育はなおさちである。

現在の日本の社会の中をみてみると、都市や地域において、異なる上告白・生活様式・

語・文化を背景にしたさまざまなの個人・集自が定往する現象も広く見られるようになり、

多民接・多文化社会が形成されつつ遣うる。これから少子化社会の中で、さらに多くの外患人

の労働力も増えると予想される。アイヌ語、在日韓盟語、沖縄語等以前から日本に存在して

いる出本語以外の言語も含めて多設語的状況はずでに臨内においても存在するにもかかわら

（本試験）平均点簿一覧中鴎集計その2

http://www.dnc.ac.jp/center_exam/16exam/16heikin2.html#top 

設お問中鶴子： f九州大学のヂーターを晃るjin f大学生と異文詑接触ー霞立主主大学大学生の異文化接触の実態お

よび意識調査一五 1995，北議選大学言語文花部
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中等教育においては外留語教育に関して誌、英語のモノリンガリスムという状況にあ

り、それ以外の外国語を学ぶチャンスは誌とんどの生徒に与えられていないという現状であ

る

太田晴雄氏は、 f異文イちとの摸触や出会いを一部の青少年の体験に終わちせるのでなく、

よち多くの子供の共通財産として、子どもの教育に生かすという点で、学校の果たすべき役

割は大きいものがある。〈・・ー）国際化が招来するの誌異質な文化が混在し、異なる文化を

背景とする人間がぶつかち合う社会である。学校はこうしたく国際社会〉に生きる子供たち

に対して、く意識的かつ計画的に異質との出会いとふれあいの場と機会を豊かに持つよう

に、その鞘度的あり方と中身の変革を闘っていくこと＞が求められよう。 J注おと述べてい

るがも制度的あり方の器本的検討は、外毘語教育についても必要であると考える。日本以外

の国々での外留語教育について知見を深めることもそのための一つのプロセスとして必要だ

(4)Eじの外国語教脊支援プログラム：理念と対策

とずれたフランスでは歪る所に多曾語表示が自立っていた。ノートルダム寺

院の入り日の注意審きは以前よち言語数がふえ、スーパーで宛られている食品の包装には、

びっしりとEU加盟臨の11の設語の説明がついていた。

梶田孝道は論文「分裂と統合のヨーロッパjにおいて、

f均震なヨーロッパが形成され、共遠の社会空間としてヨーロッパが自覚されるにつれ

て、それを前提とした形で地域の‘文化的多犠性’が見直され、尊重されるような議論が自

立ってきた。 J齢 7とi主べているが、まさと、多言語表赤に、その議論の息づかいと鰐結を
じるような気がした。

EUでは教宵分野での協力関係の成立当初から、人の自由な往来は、ヨーロッパ市民間で

実際にコミュニケーションできなければも事実上は可能でないということ、互いの昔話と文

化の知識は、コミュニケ…ションの成立の前提ぜあるべきものとして認識されてきた。 20世

紀に2度も戦場となったヨーロッパの国々で誌戦争を再び繰り返さないためには、思襟理解
のための努力をすることがもっとも肝要で、特に中学生レぺんでの間際理解が必要であると

いう認識かち、学校では近隣諸留の外国語教育にカををいれ、国境を越えた学校関交流を実

践してきた。

EU建設の起糠となったのは、ドイツ・フランス間で戦争を2度と繰り返さないために創
出された「戦争につながる石炭と鉄鎖を共間管理しようとする欧州石炭鉄鋼共同体J$28で

あり、その平和共存の理念をヨーロッパ全体に広げ、 2度と戦争が起らない世界を築こうと

いう意志がそのその発端にあった。多設語教育による平和共存という理念はその延長線上と

あるわけである。

現在、 EUでは、言語の多様性安維持するために、 EU加盟障の人々が、母国語以外にヨー
ロヴパの番語を少なくとも2つマスターすることを謹奨している。特に学校における外臨語

教育の重要生を強調し、加盟のすべ点の子供逮が小学校段階から外国語教育を開始し、すべ

ての加盟国に義務教育修了時迄に母語以外のEUの言語2カ盟諸を学ぶことを推奨してい

太田晴議： rs本における思欝教替jin 『呂本人の器際化－ r地球市民の条件を探るJ~窪田昭夫・門脇淳笥
編、日本経漬新聞社1992p.2制－245

法幻梶田孝道： f分裂と統合のヨーロッパjin Wヨーロッパ統合と文犯・民擦問題』西川！長夫・宮島喬編、人文書

院、 1996,p.258-259 

法2S増田正： fEU統合の将来jin rnu世界を説U.ll小倉・有沢・吉野縮、世界思想、社、 2001心44

？？ 
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る。そのために、 Eじの欧州委員会は外国語教育の改善と向上のための国境を越えた連携プ

ロジェクトそ支援するプログラムを創出し、多雷語教育の｛足進をはかっている。 EU市誌の

後数言語教脊をEUは大きな課題と目標にしている。

ところで、各閣の通貨が事実上清援し、ユーロ貨幣による宛全な通貨統合の実施が強まる

20002年l丹1E3を前にして、 EUの行政機認であるは欧州委員会は欧州評議会との共寵

で、その前年の2001年を「ヨ~o ッパ諸言語年j として特化し、ヨ…ロッパ域内のさま

まな言語欝得を推進するためのイベント、企踊等の支識者展開した。ヨーロッパの遺産であ

る文北と曾語の多様性〈需一関内における多様性も含めて）に人々の関心を向け、お互いの相違を

尊重しあいながら共生していくためには、互いの首簡を習鐸ずる事により、さまざまな文化

とする鵠者に関かれた諸人の形成と個人の職業の可能性の拡大、そしてそれらを遇し

て綿入の人生の充実をはかることの重要性とを広くアピールするためであった。

欧州委員会のイニシアチブむもとに創設された、 Eurydice総ぬという 3…口ッパの教育情

報ネットワークは、この「2001年ヨー口ッパ諸言語年j を記念して、 EU加盟国・歓州自由

貿易適合盟、加蹴帯望罷（1998年現在でお力思）の学校における曾諮（外国籍・地域語）教育白書とで

もいうべき調査研究審 !i'3ーロッパの学校教育立おける外盟語教背J酬を出版し、またイ

ンターネット上でも公開した。ヨーロッパ鰭器では、主に中等教習において（そして近年は早

期言語教育として小学校から〉言語（外罷語・地域諸）教育そ行っているが、その緒相（外器諮が母

語の子どもへの言踏支援・少数地域言語の子供の母括教育のための言語教響、外国語教育

の歴史的概議、各国の学校における地域語教青、外国語教育に充てられる時期・提供される

・教育方法・カリキュラム、昔話教育の動向の諜観、 外罷語教員の養成と援用、

研修等々〉の資料集にもえまっている。そして、こり本の最終章の第6重量は1990年からスタ
ー卜した外韻語教育推進のためのフログラム、リングァ・プログラム創出の理念についての

記述と10年間の実績報告となっている。

この fヨーロッパの学校教育における外国語教育2の6章に依拠しながら、 EUの多
設語教育推進ぬための取り組みとリングァ・ブログラムの擬設をみてみる。

ーリングァ・ブログラムー

EUの行政機関である歌州委員会は、多言語教宵を推進するために、 1989年にリングァ・

グラムを採択し、 1990年に実路に移した。とのプログラムは、国境を越えた教育機関

の外盟諸教育に関する連携プロジヱクトを支援するものであり、その底的は、 「多言語能力

が、明号のヨーロッパ子宮良に大切な数々の能力や資質と相却不離であるという確信に議差

しj 「質量ともに、ヨーロッパ連合の中での言語教育を改善することJ制であった。多言

語教背の促進のため、ヨーロッパ連合の公用語の中で使用頻度の少ない脅語に関するプロジ

議29Eyrydiceは、ヨーロッパ・ユニットと各盟ユニットから成り立っているe教育の器婁を議えた協力関保講築
のためには各躍の教育制度の実践の欝織をを共有するお婆があるという認識から、欧州委員会のイニシアチブの下
に1980年にヨーロッパ・ユニットが鰯設され、その後、各鵠ニエニットが当該鰭の教育省のもとに設立された。両
者は連捜して活動を狩っている。
注鵠L’ensetgnementdes Jangues etran弱resen milieu scolaire en Europe, Eurydice,2001 

この資料集法Eurydiceのホ…ムページから入手できる。 htゆ：I/W¥VV¥T.eurydice.org 
警護訳書『ヨ…口ッパの学授ににおける外盟諸教育』は3言語文化叢饗H九州大学審懇文化研究院より2002年に出
版されている。
設31前掲饗 p.174 
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ェクトに優先権を与えるととが明記されている。

リングァ・プログラムに先立って1987年に始まったエラスムス計聞は、最初のEUの教育
プロジェクトで、高等教育機関の学生と教員を対象とするものである。協定を結んでいる箆

境を越えた高等教青機関の学生を対象に、留学費捕の一部を支給するものである。

機関〈大学以外む高等教育機関も可婚の学生と教員の3~0ッパ共同体域内での移動性を推進

し、ヨーロッパレベルでの高等教育の拡充をはかるプ泣グラムであるが、その目的の一つ

も、当該言語が話される臨へ行きその習得することである。現在EUのほとんどの大学がこ

のプ口グラムに参加している。 1987年から2002年迄立100万人の学生がこのプログラムの
恩恵を受けている。

1992年記マーストリァヒ条約は、初吟てその126条で教育の分野に嘗及し「ヨ…ロッパ

共同体は加盟麗の協力関係構築を奨践することによって、震の高い教育の発壊に貢献す

る。 jまた、 「ヨーロッパ共同捧のアクションはしょ特に、加盟国の言語の学寄と普及に

よって、教育のヨ…3ッパ次元の展開を自援すべきである。 j と明記した。 EU理事会決議
は1995年花、マーストワッヒ条約でヨーロッパ共間体に与えられた教育の分野での機設を
評倍し、言鵠の多様生の促進が教育の核心の1つであることを確認した。そしてヨーロッパ
の市民錨々人が、 EUの雷語の多様性の中に深く根ざしている文化の豊かさを事受できるよ
うになるという精翠を表明している。さちに、ヨーロッパ共同体の中での設語能力

と加援国の言語教育の多様住を奨励し、以下の5点に特に言及している。

と学習者の流動性の挺進

．革新的教育方法の開発の奨励

．早期詩語教育

・昔話教員の能力の定義化

e生徒が母国語以外の2つの言語を最小援2年間学習ずる必要a控
。普及度の｛まく、教育の機会も少ない首簡を学校で開設する必要性

上記のEU言語教育の理念のもとに観設されたリングァ・プログヲムに関して瞥見する。
1990-19994年の第一期に以下の5項胞を具体的自的にスタートした。

( 1）外国語教員議成機関の提携による教育の挺進と言語教員の構外研修のための奨学金

(2）外関語教員の研修の支援

(3）職業世界での外盟語能力の促進

(4）外韻語習得のための若者の交流

(5）あまり普及しておらず、教育の機会も少ない言語の教育のための教育教材・機材

の鰐発、並びに揚足的措震

1995年からのリングァ・プ口グラムはより位話的な学校教育分野に関わるソクラテス・
プログラムと、職業教育に分野に関わるレオナルド・プログラムに績断的に関わるプログラ

ムとして組み込まれ、強化された。先におげた、ヱラスムス・プログラムもこのソクラチ

ス・プログラムの中に組み込まれ、リングァ・プEグラムもエラスムス・プログラムに部分

的に関与している。

EU以外の加盟肴望国もソクラテス・プログラムに参加しており、ブルガリア、チェコ
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和器、ヱストニア、キブロス、ラトピア、リトアニア、リチュアニア、ハンガリ一、ポーラ

ンド、ルーマニア、ス口ベニア、スロパキアの公式言語も現在はリングア・プログラムの支

援対象言語になっている。

2000-2005年の第2段階のソクラテス・プログラムとレオナルド・ダ・ピンチプログラム

においてもリングァ・ブ口グラムは外患語学習と多替語習得の促進を遂行方針として採用し

ている。ソクラチス・プログラムの中で、小・中・高の学校教育を対象にした、国境を越え

た学校関の連携アクションを支援するコメニウス、高等教育機欝を対象にするこζラスムス、

成人教育あるいは倍の教背コースによる教育そ対象にするグーチンベルグのアクション

して実行されることになる。とこでもあまり普及しておらず、教育の機会も少ない雷穏の教

育のための霞境横断的プロジェクトに優先権が与えられている。

ワングァ・プログラムの中のアシスタント制は、 1995年に開始した。これはヨ~oツパ

のいくつかの間々の間にすでに存在する2盟関協定で行われている外層語教育アシスタン
ト鰯とはかなり性質を具にするものである。先にも述べたように、リングァ・プログラム

は、多曾話促進のた詩、プログラムの思様替語の中でも、徒用頻度が少なく、教育の機会も

少ない宮語に関ずるプ百ジェクトに譲先権を与えという京刻に賞かれているが、この外爵語

教育アシスタント制は、以下に見るように、特に使用額度が少なく教宵の機会も少な

に関わるものに特化している傑詣がある点で、リングァ・プログラムのアクションの中でも

ユニークなものである。

リングァ・アシスタントには2つのカテゴリーがある。第1のカテゴワーのアシスタント
は外悶語教員を悲し、受け入れ学校でまだ教えられていない哲誌を話す人を対象としてい

期間は3-8ヶ月で、旅費、，受け入れ国の物語にpC¥じてで決められた生活費が支蛤され

る。アシスタントは受け入れ学校で、自ちの教育方法を改善し、また、受け入れ国ので、自

ちが将来教えることになる言語のブラッシュアップを関ることができると問時に、受け入れ

学校と地域に f後らの存在なしには享受できない雪業と文化をもたらすことjになり、生徒

達が後らの言語に触れ、興味をもちかっ学ぶ機会委持つととで、ヨーロッパのあまり知られ
ていない誌の文化への感受性を培い、寵見をうち破ることを目的としている。 1998年かち
は先に見たソクラテス・プログラムに参加しているEU以外の盟々の外国語教員悲望者と拐

－中等教育の学校もリングァ・アシスタント棋に関与できることから、多様f生はいっそう
促進されるととになった。第2のカテゴリーのアシスタントは、ソクラテス・プログラムに
参加しているおカ臨すべての関へ行くことができる。この場合、あまり普及していない言語

が主接言語である国へ行くことを奨励するた吟、外国語教員を呂指す人でない場合もアシス

タントとして行けるととが例外的譜壁としてとられている。このカテゴリーの人は、未来の

外田語教員である場合もあるが、そうでない場合は悲しろ現地で脅諾を習得するあるいはレ

ベルアップを留ることが主な話的となっている。こうした、 2つのカテゴワーのアシスタン
トの存在によって、受け入れ学授は、教背プ2グラムに新しい雷語を補足することができた

り、授業にネイチイブスピーカを導入できたり、既存の番館の教育を改善を図ったちするこ

とが可龍忙なっている。このアシスタント輯への参加者による評価報告によると、アシスタ

ントにとっても受け入れ学校にとっても、実り多いものという結果がでてお号、このプログ
ラムへの参加者・学校数も増えているということである。
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(5)EU諮嬰の初等・中等教育における言諮（外国鐙／地域・少数言語）教育

ぬ76年教育閣僚会議は、すべての生徒が少なくとも 1つのヨーロッパの曾諮を学ぶこ
と、又、教員と外鵠語教育アシスタントの外国での研修期間を容易にすること、加盟国

際的な宮語教育と学習を推進するための計欝を実行に移すように婆求していた。

1983部ヨー口ッパ理事会は、ヨーロッパ共同誌は、外盟諸教育を推進し、奨揚し、サポ

ートずる必要’設を確認した。 19例年には教曹関擦会議が、外層語教育の新しい飛躍のため
む数々の勧告をしているが、その中でも、生徒逮が、義務教育終了迄に、母諮以外の2つの

外盟諸を習得し、その後の教育段踏でその水準を保持することがせきるような対策を講じる

べきだという点で合意をし、加盟各国に奨勤している。注沼各臨の設鰭教背の実状はさまざ。

まで議うるが、との推奨に、鈴々に沿うような方向に向かうべく、それぞれの留の実状に感じ

てそのための現実的努力を行っている。

Eyrydiceの調査による、 EU15カ留の公約書類に記載されている義務教育ζおける~修

第1第・ 2外国語（玲98/1999年麗）は次のページの表のよう誌なっている。法33
表においてはお穆イじがすべての生誌に原則的に行き渡った場合にのみ第一外国語に鵠し

て号、第2外国語に関しては舎としてこの表に現れている。曾語の種類に関しても間諜であ
る。従ってたとえぜドイツにおいて、約30%の生徒が通うギムナジウムにおいて教えられて
いる外国語数は表に現れているよりもかなり多いが、ギムナジウム以外の生徒には開設され

ていないためそれらの替措はこの表には反映されていない。表に表された事柄以外を補足す

る説明、あるいは1998/199吉年度以蜂の改革等については以下のとおりである。尚アラン
スに付いては（3-2）で曾及しているので省いている。イタリア以外の補足説明は Fヨーロッ
パの学校教育における外霞語教育』立法拠している。注お

イタリアに関しては、 2001年5月118東京で行われた欧州昔話記傘シンポジウム f言語の
多様性jにおいて、醤語学者で怠ち、文部大歪であるトゥッリオーデ・マ2ウ氏によると制

f母語以外に現代の言語をできれば小学校からJというEUの推焚をイタリアでも2001年か
ら徐々に実行に移し始めたということである。 8才から三一口ッパの言語lつを学び始め、

10才から第2外国語を勉強始めるようにしているという。その2カ国語の一つは英語とされ
ているが、第1外盟諸は英語である感要はないということであ

ドイツは1970年｛｛にギムナジウムおいて、第1外盟諸を英語としていたことに疑義が出さ
れ、ギムナジウムで提供できる言語はすべて第1外国語として可能であるとされた。 70年代
半ばからギムナジウムで教えることが可能な外閑語数は増え続けている。 2000年には日の

外国語が提供され、中等教青の最終試験でそれちむ選択が可能になった。側 ギムナジウ

ム以外の場合、規定は~N1によって異なるが、一般的にフランス鰭と英諮が第 1必修外語語と
して選択可能であるが、生徒は義務教育のある時期に英語を学ばなければならない。あるタ

イプのギムナジウムにおいては第2言語としてラテン語を選択することができる。

!132 L'’enselgnement des langues etrangeres en milieu scolaire p.173 
部 L'ensefgnementdes langues etrangeres en milieu scolalre p.950)表と構廷をもと立存或した。
制 Enseignementdes langues etr，担遣さresen milieu scolalre p.62 p.95 
渓おTullioDe挺auro氏講撰： fL'Europadelle lingue／多数蜜語むヨ…ロッパj講横内容の日本橋訳が記者され

た。欧州多霧器年記念シンポジウム f言語の多様鷺j(2001年5月11日，東京〉、関際交涜基金フォーラム）

注総Enseignementdes langues etrangさresen milieu scolalre p.62 
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公文書に記載されている義務教育における必修第 1第2外国語(1998/1999年度〉

ベルギー（仏語圏） jドイツ語q漢語①オランダ語①
ベルギー（仏語圏〉 ：フランス語①
ベルギー（蘭語圏〉 ；英語①②フランス語①②
デンマーク ；英語①②フランス語①②
ドイツ i英語①②フランス語①②
ギリシャ iドイツ語②英語：¢.¢：フランス語②
スペイン ：リストは作成されていない。原則としてどの言語も開設可
フランス ：英語①②ドイツ語①②スペイン語¢②イタリア語①②オランダ語①②ポルトガル語①②

jロシア語q児島デンマーク語②ギリシャ語②その他~②（その他：アラブ語中国語現代ヘフ
j日本語ポーランド語トルコ語（トルコ語は第2のみ）
；／第 2 言語としては~3才から外国語と地方語を選択できる

アイルランド ；言語教育は必修ではない。フランス語・ドイツ語・スペイン語・イタリア語・ラテン語・
jギリシャ語・ヘブライ語が選択科目として提供されている

イタリァ ；スペイン語①ドイツ語①英語①フランス語①ロシア語①
リュクセンプルグ ；ドイツ語①フランス語②（英語は第3外国語で必修）
オランダ j英語①スペイン語②フランス語②イタリア語②ロシア語②その他②（アラブ語トルコ霞
オーストリア j英語①②フランス語＠ゆイタリア語①②スペイン語①②その他①
ポルトガル iスペイン語①ドイツ語①英語①フランス語①
フィンランド f 19~~年から言語を指定していない。理論的にはすべての言語を学べる。

j第2公用語は義務教育の間に学ばなければならない
スエーデン ；英語①スペイン語②ドイツ語②フランス語②その他②

：スエーデン語以外の言語が母語の場合その他の中にその言語が含まれる。
iその言語は最低5人が求めれば解説されなければならない。表にある言語以外の外国語
：でもかなりの数の生徒が要求し、先生がいれば教えられなければならない。

イギリス－~~~~ ；ドイツ語①スペイン語①フランス語①イタリア語①オランダ語①ポルトガル語①
イングランド jロシア語①デンマーク語①ギリシャ語①その他①（アラブ語ベンガル語中国語
とウエールズ地方！グジャラティ語現代へブライ語ヒンズ一語日本語パンジャピ語ウルドゥ語トルコ語

）学校は少なくとも~！：！.の公式言語を 1 つ開設しなければならない。この条件を満たせば、
j ~－~~i?.na1- ~uniculumに示されている~•• ~のどの言語でも学べる。

イギリス ~B~~ ：スペイン語①ドイツ語①フランス語①イタリア語①その他①（アイルランド語）
北アイルランド

イギリス~~~~ ；スペイン語①ドイツ語①フランス語①イタリア語①
スコットランド地方

資料：Eurydice

オーストリアに関しては、その他の範鴎に入る言語はスロベニア語、クロアチア語、ハン

ガリ一語、スロパキア語、チェコ語である。 Gymnasium、Rea.lgymnasium、
Wirtschaftsrealgymnasiumの生徒は、第2必修外国語用に指定された時間割上の空いてい
る時限に、外国語とラテン語のどちらかを選択することができる。

1983年から小学校において近隣の国々の外国語がカリキュラムに組み入れられた。

スペインでは、 1970年の教育一般法において、 6才から 9才までの小学校の第）段階
で、フランス語と英語が選択科目になる。その他の外国語はそれに加えられでもよいことに

なっている。
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フィンランドでは、 1970年代に、閣の拍の公用語のに加えて、英語、 ドイツ語、フラン
ス語、口シア諮の中から必務第一外国語として選ぶことが出来るようむなっていたが現在は

言語は指定していない。

ポルトガルでは1989年む改革により外国語の選択肢が増え、その中の一つを必惨科目と

して小学校の第2段階・第3段階で選択必修として、選ばなけれぼならないようになっ

た。

イギリス（イシグランドとウエ…J!tズ地方）では60年代に外層語教育における言語多様化がさ

まざまな公的文書で推奨されたが、四88年記なって、やっと政滑によって正式に、学校と
地方教青当局が第一外菌語としてフランス語以外の言語を学ぶ生徒の割合が増えるように推

奨するようになった。しかしながら、法規によって、選択の舗が宗げられても相変わらずブ

ランス語が最も多くの生徒によって選訳されているという。問95年イングランドでは、外
国語学留に特化する学校が導入され、そこでは外題語の選択肢が広がった。

現在表に見るようにイギリスでは、ヨー口ッパの昔話を最低1つ必修として学べばペンガ

ル語、グジャラチィ語、ヒンズー語、パンジャピ語、ウルドゥ器等きわめてマイ

も原期的には学ぶことができるようになっており、中等教育で学べる総昔話数は19になって

いるc

スコットランドでは、 1989キから、教育者が地方当局
教青を行うように勧めている。

フランス語以外の外国語

オランダでは1991年に中等教育の職業準繍教脊コースをのぞいたk仏VO、HJミvo,vwo
3つのすべてのコースで断、従来の言語に加えてスペイン語、アラブ語、 トルコ語、口シ
（ロシア畿は見失VO,VWOのみ〉の授業を学校が用意できれば試験科目として選択できるこ

とになった。同時に、生徒が外国語科目にばかや集中した選択をするのをざけるため、中

学・高等学校では3カ器語の選択を上限とした。しかし、最終試験を必、修科百以外の科目で
ことも出来るし、試験に追加科目として外国語を選択も出来ることになっている。

1999/2000年に高等学校における新しいカリキュラムの導入たよって、 HAVO,VWOでは
イタリア語が選択できるようになっ

デンマークでは1994年に Folkeskole(7才から16才までの公的教育機関〉の改革によってフ
ランス認が第7年目から導入され、ドイツ語とともと選択可能となった。

ギリシャでは1993-1994年にgymnasioで第2外盟が必修となるのに伴つ
範閉が広がちフランス語、 ドイツ語も選択出来るようになった。

スエーヂンでは、 1994年から、第2外関語はフランス諾・ドイツ語・スペイン揺が初め
て関じように選択できるようになっ

フィンランドでは、 1996年かち S年にわたる国家ブヨジェクトが、外国語（言語）の多
議化をめざして立ち上げあげられた。 (Kimmokeプロジェクト1996/2000）。

このように学校教育で提供される外賠諮の多様化の傾向はすべての国で見込れるが、

と規定している盟もある。スエーヂンワ才から〉、ヂンマーク（10才から）、オランダ

る)Hl¥VO(5年コースで高等職議専門学校へ

の進学資格取得）VW0(6年金で大学l之進学できる）
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(10才から）、ギリシヤ（§才かがでは英語を必修第1外国語と定めている。リュクセンブルグで
は、 1号12年からドイツ語とフランス語が小学校から必修科目である。ス

スエーヂンでは、移民に関して fいかなる子保も、その母国語が何諮であろうと、スエ…

と平行して、その母国語を学校で教えてもらう権利を有するとされてお号、 ‘スエ…

ヂンモデル’として控目されている。間

以上見たように、 EU諸留では、それぞれの国の言語教育の法統の延長線上で、

において2カ岡純学習を推進するための努力がなされている。当然のことと

言語はEU域内の設語が｛憂先的で島るが、よちずしもヨー口ッパの言語に思ら

はなくヨ…ロッパ以外の言語も慌保している冨もある。

1987年に歓州議会は、 f沼…口ッパ共同体における地域的及び民族的少数者の言語と分
先に関ずる決議jで、ヨ…ロッパ評議会が地域 e少数昔話検証を作成する努力を支持し、

ように鍵励した。

・当該言語地域におけるすべての教育段階において、地域・

の教膏を正式に認める。

・上記の目的で創設された、捜業、学校を正式に認可する。

・地域・少数設諾の教員養成に特別に注意をはらい、定められた捨置を執るための

教育手段を洪与するこ

－地域・少数民族言語に関する教育のさまざまな可能性についての情報が

ようにするこ

・EU加盟国の地域・少数民挟に麗する者がイ自の加盟酪文化共同体の労働市場への

参入を容易にするために、さまざまな証明帯、職業能力証明番号提出できる

ようにする。

1992年には事歓声i評議会で「地域・少数設諾ヨーロッパ憲鍛Jが採択された。
けて、 EU加盟臨は、生徒の保護者が袈求し、肴望する生徒の数が十分な数に違せれば、地

域・少数言語で教育するあるいは教育の一部を行う、あるいはその言語の教育をカワキュラ

ムの中に入れることを要求している。地域・少数言語教育立関して各盟から寄せられた資料

によると、多くの閣が、上記の掻奨事項を満たしているという。

関i除する地域の教育システムの中に地域・少数民挟常簡が導入されるための基準は国に
よってさまざまである。スペインのようとパスタ鵡、カタロニア語、ガワシア諾をすべての

しているところもあれば、各冨守、開設のためのく法律上の義務の発生＞の条

件を規定している場会、あるいはく法律的に開設可能＞な条件を設定している霞等さま

る。＜法律上の義務の発生＞には、次のような条件が設定されている。

守〉保護者の藤求によって参議抵践の住徒数③十分な資金容十分な数の教員の存在

菌によって上記の4点のいずれか、あるいはいくつかが満たされれぼ、開設のための法律

上の義務が発生するようになっているのがフランス以外の国々である。 f最器援の生徒数J

は、ベルギ…のように出入、デンマーク10人としているところもあるが、ドイツ涼数字は

明示していないといったようにさまざまである。く法葎上の義務の発生〉とは、当該地域・

p.8 
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として、あるいは、 「正式な教科j として開設せねばならないこ

と在意味している。フランスでは、学校あるいは所管官庁の決定によりく法律上可能〉とな

るようになっている。そして、基準が満たされた場合、 f教育用雷諾Jとして採用する、ぞ

れが出来ない場合は、何らかの適切な支援措置をとることが勧められていることを意味して

いる。

(6）結びに代えて

いずれもきむめて大雑把なものでしかなかったが、日本の学校教育と韓国の中等教育にお

ける英語以外の外国語教育、文化と脅諾の多様性を尊議しながら統合を進めているEUの言
語〈外盟諸／地域・少数詩語〉教育の理念と実践の一場と、多言語教育tに艶産した脅語教育を推

進しているEU諸国の現状の一端を見てきた。 EUとEU諸留の多言語教宵への配患は、国内

の少数・地域言語も射程ピ入れたものであり、 20世記後半から注意と関心が向けられ始めた

f脅諮様Jという考え方をある緯度反映したものでもある。
官践でも述べたように、 EUは一定の枠組みの中での臨家間の垣根を殻くした統合体であ
るが、 EUという持組みを外してそれを世界に広げてみたとき、 f次の時代の人々の金活の
構成原理に深く関わっている事も確かであるJ波ぬという認識に立つ時、替語の問題を長く

控えてきた歴史的経験から打ち出された丘UとEU諸国の昔話〈外国語／地域・少数寄諾）教背に
おける多文化・多言語主義への深い配援と模索の姿勢はもともすれば、自

説のみが耀を利かせがちで、言語教育についての深い潟惑と理念の上に成り立っているkは
考えにくい我が臨む学校における雷謡〈外臨籍／地域・少数言語）教育の今後の在り方をを考え

る上で、学ぶべきことは多いと考える。我が謂の学校における外関語教育の枠組みとパラダ

イムを長期的展望に立って根本的的に考え寵してみるととと、見取り図を見控えながら、

体的対策を議じていくてことは緊急の課題であると考える。

注39高川長夫： fフランスの解棒？ もうかとつの醤民国家論J人文書院1999.p.300

85 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked




